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研究内容

ICT機器を文房具として使うことについての課題と提案

小学校・中学校それぞれのICT機器の使い方のきまりについて

家庭学習で主体的なICT活用につなげるには（家庭との連

携を含む）

デジタルシチズンシップ教育の取り組み例と反省点



研究内容の理由

今年度、塩尻市ではリーディングDX事業の指定校がいく

つかありました。「そこでの校務や授業での学びでの実践

と内容が重なってしまっては意味がない」ということがま

ずはじめに出されました。そこで、授業改善の内容ではな

く、それよりも基本のところにフォーカスしたいというこ

とになり、タブレット自体の使い方や向き合い方について

考えていこうということになりました。



起きている問題・課題

現状をお話していくと、小学校で課題となっていること

と、中学校で課題となっていることが異なっているという

ことが明らかになってきました。そこで、小学校の課題と

課題解決に向けて・中学校の課題と課題解決に向けて　を

分けて発表していきます。



小学校の課題について
・目の前に刺激があるものがあるとつい触りたくなる

・充電忘れ、持ち帰りをすると持ってこない子への対応

・低学年は最初の出会いの場面をどう設定するのか、また

保護者にどう理解してもらうのかが難しい

・きまりの確認についてはわりとあいまいな状況がどの学

校も多い（担任任せ）

・勝手にパスワードを変えて開けなくなる

・なぜタブレットを使っているのかが理解できていない子

がいる



小学校の課題について２
・タイピングコロシアムのような得点をかせいだり攻撃を

していくようなゲーム性の強いアプリは、依存性が高くイ

ライラしたり落ち着かない原因になる

・何かを調べる際に、「AIによる概要」ばかりを見るだけ

で、しっかりとその先の情報を読まない子が多い

・保護者が学習での扱いがよくわからないままである

・デジタルとアナログの使い分け（何かを調べる、書くに

してもタブレットばかりになりそれが書く力や考える力に

悪影響もあるのではないか)



小学校の課題をまとめると…

まだ自律までいくのは難しい中で、どのよう

にルールやマナー、正しい使い方を身に着け

させていくにはどうしたら良いか？という

問題点が明らかになってきました。



小学校の課題への解決策
問題点①「目の前に刺激があるとついさわってし

まう」「関係ないものを見る」など授業内で起こる

決まりを守れない問題・決まりの確認について担

任任せになりがちなこと
解決案

・日頃から常にルールを示し、確認を行う。

・使わない時は端末を閉じる

・担任からだけでなく、学校全体や低学年・高

学年で年度初めにルールの確認の機会をとる



小学校の課題への解決策

部会では、中学校では年度のはじめ、また多いと

ころでは学期ごとに学校全体で、タブレット使用

についてのルール確認やタブレット使用の目的に

ついて確認するオリエンテーションが開かれてい

るということがわかりました。小学校でも、情報

担当の先生中心に、ぜひ取り入れてほしいところ

です。



小学校の課題への解決策

問題点②「小学校で使い始める時の出会い方をど

うしたら良いか・保護者へどう目的や使い方を伝

えていくか」

解決案

こちらについては、洗馬小・宗賀小の実践を紹介しま

す。



小学校の課題への解決策
問題点③「ゲーム性のあるもの・中毒性のあるも

のへの線引き」

解決案

・小学校の段階で自分で判断させるのは難しい場

合がある

・教師が子どもたちの実態をみて、制限をかける

ことも必要



小学校の課題への解決策
問題点④「AI概要ばかりに頼って正しく情報がよ

めない」「AIモードの活用」など情報モラル・デジ

タルシチズンシップ育成

解決案

・使い方については実践あるのみ。授業に情報の読み方が

学べるものを取り入れていく。（社会科など）

・情報モラルについては、家庭と連携することも含め、情

報週間などで学習動画を親子で見る課題を出していく













中学校での課題について
・中学校では制限が少ない分、休み時間でも

YouTubeを見ていて会話が少なくなっている子も

いる

・自分のもののような感覚になっていて、扱いが

雑になっている

・デジタルを使うことで見栄えばかり気にしてい

て、肝心な中身が伴っていないことがある（便利

さのあまり考える力がついているのか）



中学校の課題をまとめると…

小学校に比べ、やはり大人に近づいている

中で、自分で考えて決めていく力＝自律

をめざしたい　という課題が出されました。



中学校の課題への解決策
・すでに行っているところもあるが、年度のはじ

めに決まりや目的について全校で確認する（特に

中学生にとっては使うのが当たり前になっている

からこそ必要）

・ネットモラルの講演会などはなるべく早い時期

に行う

・情報週間ではどのクラスでもモラルについて取

り組める工夫をする（スプレッドシート等活用）





まとめ
・子どもたちの実態や成長段階に合わせ、ICT機器

との向き合い方を教師も一緒に考えていく必要性

がある。

・必要なタイミングで、使い方やルールについて

示したり、児童生徒ともに使い方について常に考

えさせていくことも大切。


